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2.50箇月分を12月8日支払い2.50箇月分を12月8日支払い
2023年度年末手当交渉妥結　

2023 年度年末手当の支払いについて

１　社員

　基準額は、基準内賃金に 2.30 ＋ 0.20（支払月数）を乗じた額とする。

※基本の支払月数を 2.30 とし、BPR による鉄道事業の固定費 140 億円の削減が 2023 年

3 月期で完遂し、効果が発現したことに伴い、0.20 を上乗せした。

　支払日は、2023 年 12 月 8 日以降準備でき次第とする。

２　嘱託再雇用社員

　期末手当Ａにおける基準額は、基礎額に次の支払月数を乗じた額とする。

　　雇用期間 3年以上の者　　　　1.73 ＋ 0.15 箇月

　　雇用期間 3年未満の者　　　　1.15 ＋ 0.10 箇月

　※基本の支払月数に、BPR による鉄道事業の固定費 140 億円の削減が 2023 年 3 月期

で完遂し、効果が発現したことに伴い、それぞれ 0.15 と 0.10 を上乗せした。

地域社員の 2023 年度年末手当の支払いについて

１　地域社員のうち、E3 級、E2 級、E1 級、ES級及び ESS 級の者

　基準額は、基礎額に 2.30 ＋ 0.20（支払月数）を乗じた額とする。

※基本の支払月数を 2.30 とし、BPR による鉄道事業の固定費 140 億円の削減が 2023 年

3 月期で完遂し、効果が発現したことに伴い、0.20 を上乗せした。

２　地域社員のうち、E3 級、E2 級、E1 級、ES級及び ESS 級以外の者

　雇用期間 5年以上の者　　　　　2.30 ＋ 0.20 箇月

　雇用期間 3年以上 5年未満の者　1.73 ＋ 0.15 箇月

　雇用期間 3年未満の者　　　　　1.15 ＋ 0.10 箇月

※基本の支払月数に、BPR による鉄道事業の固定費 140 億円の削減が 2023 年 3 月期で

完遂し、効果が発現したことに伴い、それぞれ 0.20、0.15、0.10 を上乗せした。

基
準
内
賃
金
の
２
・
３
＋
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
効
果
の
発
現
で
０
・
20
加
算

中
央
本
部
は
、「
基
準
内
賃

金
の
３
・
０
箇
月
分
」
な
ど
の

２
０
２
３
年
度
年
末
手
当
要
求

を
９
月
29
日
に
申
し
入
れ
、
鋭

意
交
渉
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

11
月
８
日
に
開
催
し
た
第
１

回
団
体
交
渉
で
、
組
合
は
「
11

月
７
日
に
会
社
が
発
表
し
た
第

２
四
半
期
決
算
は
、
鉄
道
旅
客

運
輸
収
入
の
増
や
ホ
テ
ル
業
や

小
売
業
の
収
入
増
な
ど
に
よ
り
、

連
結
で
前
年
比
２
０
５
億
円
の

大
幅
な
増
収
に
な
り
、
経
営
成

績
も
経
常
利
益
は
対
２
０
１
８

年
で
▲
72
億
円
で
あ
っ
た
が
、

四
半
期
純
利
益
は
３
億
円
の
増

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
組
合
員

が
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
た
だ
中
か

ら
Ｂ
Ｐ
Ｒ
施
策
に
理
解
を
示
し
、

様
々
な
知
恵
を
出
し
な
が
ら
会

社
施
策
に
協
力
し
、
業
務
に
精

励
し
た
結
果
で
あ
り
、
成
果
に

対
す
る
公
平
な
評
価
を
す
べ
き

で
あ
る
」
と
誠
意
あ
る
回
答
を

求
め
た
。
さ
ら
に
「
若
年
層
と

中
心
と
し
た
離
職
は
、
生
活
給

で
あ
る
期
末
手
当
の
減
額
も
大

き
な
要
因
と
考
え
て
お
り
、
支

払
い
水
準
の
回
復
は
人
財
の
確

保
の
た
め
に
も
急
務
で
あ
り
、

今
後
さ
ら
に
業
績
回
復
を
目
指

し
て
い
く
た
め
に
は
、
組
合
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
は

不
可
欠
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
会
社
側
は
、
組

合
員
の
会
社
施
策
等
へ
の
協
力

に
謝
意
を
示
し
た
も
の
の
、「
３

期
連
続
の
増
収
増
益
と
な
っ
た

が
、
営
業
利
益
は
対
２
０
１
８

年
で
約
81
％
と
未
だ
回
復
途
上

で
あ
り
、
鉄
道
運
輸
収
入
も
93

％
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
業
績

は
回
復
基
調
で
は
あ
る
が
、
会

社
を
取
り
巻
く
状
況
に
目
を
向

け
る
と
、
金
融
や
国
際
情
勢
の

不
安
定
が
続
い
て
お
り
、
依
然

と
し
て
楽
観
視
で
き
る
状
況
に

は
な
い
」
と
の
態
度
を
示
し
た
。

11
月
10
日
の
第
２
回
団
体
交

渉
で
組
合
は
改
め
て
、「
組
合

員
の
こ
れ
ま
で
の
会
社
施
策
へ

の
理
解
と
協
力
へ
の
正
当
な
評

価
」、「
効
率
化
や
離
職
等
に
よ

る
組
合
員
の
負
担
増
と
、
生
産

性
の
向
上
に
よ
る
会
社
へ
の
貢

献
」
な
ど
に
つ
い
て
主
張
す
る

と
と
も
に
、「
物
価
高
騰
等
に

よ
り
実
質
賃
金
が
18
年
連
続
で

目
減
り
し
て
お
り
、
組
合
員
の

生
活
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
」
や
「
今
回
の
期
末

手
当
の
回
答
は
グ
ル
ー
プ
会
社

の
み
な
ら
ず
、
九
州
の
地
場
企

業
も
注
目
し
て
お
り
、
今
後
の

人
財
確
保
戦
略
に
も
影
響
を
与

え
る
こ
と
」
を
訴
え
、
会
社
に

迫
っ
た
。

会
社
側
は
、
組
合
員
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、
離
職

へ
の
課
題
認
識
は
示
し
た
も
の

の
、
営
業
利
益
水
準
が
回
復
途

上
で
あ
る
こ
と
や
、
当
期
純
利

益
は
ド
ラ
ッ
グ
イ
レ
ブ
ン
の
株

式
売
却
が
起
因
し
て
お
り
、
楽

観
視
は
で
き
な
い
状
況
で
あ
る

と
の
繰
り
返
し
に
終
始
し
た
。

ヤ
マ
場
を
迎
え
た
11
月
16
日
に

第
６
回
中
央
執
行
委
員
会
、
各

地
本
・
支
部
委
員
長
会
議
を
開

催
し
、
こ
れ
ま
で
の
交
渉
経
過

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
進
め
方
を
協
議
し
た
。

会
議
で
は
、「
効
率
化
施
策

の
協
力
や
要
員
の
厳
し
い
中
で

頑
張
っ
て
き
た
組
合
員
に
応
え

る
べ
き
だ
」「
利
益
に
対
す
る

公
平
な
分
配
が
必
要
で
あ
り
、

今
回
の
数
字
い
か
ん
に
よ
っ
て

は
離
職
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
」
な
ど
、
会
社
の
姿
勢
や
態

度
に
対
し
厳
し
い
意
見
が
相
次

ぎ
、
継
続
し
て
闘
う
こ
と
を
意

思
統
一
し
た
。

ま
た
、
熊
本
地
本
は
Ｗ
ｅ
ｂ

で
、
博
多
支
部
・
筑
豊
支
部
が

激
励
行
動
に
訪
れ
、
組
合
員
の

想
い
を
訴
え
て
中
央
執
行
委
員

会
に
檄
を
飛
ば
す
と
と
も
に
、

各
地
本
・
支
部
か
ら
も
檄
布
や

檄
カ
ー
ド
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
き
、

交
渉
を
後
押
し
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
11
月
17
日
に

会
社
側
よ
り
「
基
準
内
賃
金

の
２
・
30
＋
０
・
20
（
支
払

月
数
）
を
12
月
８
日
に
支
払

う
」
な
ど
の
提
案
を
受
け
た
。

第
２
四
半
期
決
算
の
状
況

や
、
こ
の
間
の
組
合
員
の
労

苦
に
対
す
る
回
答
と
し
て

は
不
満
が
残
る
も
の
の
、
利

益
水
準
が
回
復
途
上
で
あ

る
こ
と
、
今
後
の
支
給
水
準

の
考
え
方
を
確
認
し
、
席
上

妥
結
し
た
。

こ
の
間
の
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
の
組
織
的
な
運
動
に
よ
り
、

支
払
月
数
の
水
準
は
コ
ロ
ナ
前

に
回
復
し
つ
つ
あ
る
。
今
後
も

Ｊ
Ｒ
九
州
の
責
任
組
合
と
し
て
、

組
織
一
丸
と
な
っ
て
春
季
生
活

闘
争
を
は
じ
め
労
働
条
件
等
の

改
善
に
全
力
を
挙
げ
る
決
意
だ
。

中
央
本
部
は
、
９
月
29
日
に
「
基
準
内
賃
金
の
３
・
０
箇
月
分
を
12
月
８
日
支
払
い
」
と
す
る

２
０
２
３
年
度
の
年
末
手
当
を
要
求
し
、
粘
り
強
く
団
体
交
渉
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

11
月
17
日
に
会
社
側
よ
り
「
基
準
内
賃
金
の
２
・
３
＋
０
・
20
（
支
払
い
月
数
）
を
12
月
８
日
以
降
、

準
備
で
き
次
第
支
払
う
」
な
ど
の
提
案
を
受
け
た
。

中
央
本
部
は
回
答
を
持
ち
帰
り
、
各
地
本
・
支
部
の
代
表
者
と
共
に
協
議
し
た
結
果
、
第
２
四

半
期
決
算
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
不
満
は
残
る
も
の
の
、
営
業
利
益
が
数
字
上
は
回
復
途
上
で
あ
る

点
や
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
と
す
る
効
率
化
施
策
の
協
力
に
対
す
る
一
定
の
成
果
を
確
認
し
、
こ
れ

以
上
の
上
積
み
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、
妥
結
し
た
。

回答書を受け取る吉田中央執行委員長

博多支部・筑豊支部合同激励行動

熊本地本激励行動（web）
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中
央
本
部
は
11
月
21
日
に
地

域
社
員
の
社
員
へ
の
転
換
等
に

つ
い
て
、
詳
細
提
案
を
受
け
た
。

主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

賃
金
関
係

◆
等
級
は
、
地
域
社
員
の
在

籍
期
間
及
び
級
等
を
踏
ま

え
、
個
別
に
決
定
す
る
。

◆
年
齢
給
は
、
実
施
日
の
属

す
る
年
度
の
４
月
１
日
現

在
の
年
令
に
対
応
す
る
額

と
す
る
。

◆
仕
事
給
は
、
実
施
日
前
日

の
基
本
賃
金
に
９
分
の
10

を
乗
じ
た
額
か
ら
年
齢
給

の
額
を
差
し
引
い
た
額
と

す
る
。

◆
実
施
日
前
日
現
在
54
才
以

下
の
地
域
社
員
の
、
55
才

以
降
の
基
本
給
は
、
55
才

の
誕
生
日
の
前
日
の
属
す

11
月
17
日
、
福
岡
県
大
牟
田

市
の
Ｊ
Ｒ
銀
水
駅
の
老
朽
化
し

た
ト
イ
レ
の
改
修
を
目
指
し
、

通
学
で
利
用
す
る
高
校
生
ら
も

加
わ
っ
て
募
金
活
動
を
取
り
組

ん
で
き
た
「
銀
水
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

Ｕ
～
実
行
委
員
会
」
は
、
大
牟

田
市
に
寄
付
金
１
千
万
円
を
贈

っ
た
。
大
牟
田
市
長
は
「
皆
さ

ん
の
思
い
を
受
け
止
め
た
い
」

と
し
、
新
ト
イ
レ
設
計
に
向
け

た
調
査
費
を
盛
り
込
ん
だ
本
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
議

会
に
提
案
す
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
。

Ｊ
Ｒ
銀
水
駅
は
一
日
平
均
６

４
０
名
が
利
用
し
、
ト
イ
レ
は

昭
和
54
年
の
設
置
以
降
40
年
以

上
が
経
過
し
て
お
り
、
男
女
共

用
の
汲
み
取
り
式
で
、
利
用
者

か
ら
は
衛
生
や
防
犯
の
観
点
か

ら
も
、
改
修
を
望
む
声
が
多
く

る
月
の
末
日
現
在
の
基
本

給
の
額
に
85
％
を
乗
じ
た

額
と
す
る
。

◆
実
施
日
前
日
現
在
55
才
以

上
の
地
域
社
員
の
基
本
給

は
、
実
施
日
前
日
現
在
の

基
本
賃
金
に
９
分
の
10
を

乗
じ
た
額
と
す
る
。

◆
退
職
手
当
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
勤
続
期
間
の
計
算

に
、
地
域
社
員
の
在
籍
期

間
は
通
算
し
な
い
。

休
職
・
年
休
関
係

◆
休
職
の
期
間
及
び
回
数
に

は
、
地
域
社
員
の
在
籍
期

間
に
お
け
る
期
間
及
び
回

数
を
通
算
す
る
。

◆
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
等

に
お
け
る
勤
続
年
数
の
計

算
及
び
出
勤
率
の
算
定
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
社
員

の
在
籍
期
間
を
通
算
す
る
。

◆
実
施
日
に
地
域
社
員
の
在

寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
地
方
議
員
団

団
長
で
も
あ
る
松
尾
哲
也
大
牟

田
市
議
も
、
議
会
で
の
代
表
質

問
等
で
改
修
を
求
め
て
き
た
が
、

自
治
体
や
Ｊ
Ｒ
九
州
は
費
用
等

を
理
由
に
消
極
的
な
姿
勢
で
あ

っ
た
。

実
行
委
員
会
は
、
駅
近
く
の

誠
修
、
三
池
、
大
牟
田
の
３
高

校
と
銀
水
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
ら
で
構
成
さ
れ
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｆ
）

と
市
内
事
業
者
の
寄
付
で
改
修

費
を
集
め
た
。
松
尾
団
長
も
運

動
に
賛
同
し
て
、
声
か
け
を
行

う
な
ど
活
動
を
共
に
展
開
し
て

き
た
。

市
は
今
後
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
も

協
議
し
て
正
確
な
費
用
を
算
定

し
た
後
、
不
足
額
は
市
が
補
う

考
え
を
示
し
た
。

籍
期
間
に
応
じ
て
、
日
数

を
付
与
す
る
。

　
・
1
年
未
満
～
1
年
以
上

　
２
年
未
満
　
…
…
８
日

　
・
２
年
以
上
～
４
年
未
満

…
…
９
日

　
・
４
年
以
上
～
…
…
10
日

◆
実
施
日
の
前
日
現
在
、
有

効
な
年
次
有
給
休
暇
は
、

引
き
続
き
使
用
で
き
る

そ
の
他
の
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
業
務
速
報
№
１
０
８
３
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

詳
細
提
案
時
の
や
り
取
り
の

中
で
、
社
員
へ
転
換
し
た
場
合

「
雇
用
契
約
は
、
３
カ
月
以
内

を
試
用
社
員
期
間
と
す
る
こ

と
」、「
日
額
の
賃
金
を
支
給
さ

れ
て
い
る
地
域
社
員
は
基
本
賃

金
表
（
月
額
）
の
同
号
俸
ま
た

は
同
級
の
同
号
俸
の
額
が
、
基

九
州
地
方
交
通
運
輸
産
業
労

働
組
合
協
議
会
（
九
州
交
運
労

協
）
は
11
月
20
日
、福
岡
市
「
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

福
岡
」
で
、
第
33
回
定
期
総
会

を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
は
じ

め
各
産
別
、
各
県
交
運
労
協
か

ら
97
名
が
参
加
し
た
。

幹
事
会
を
代
表
し
て
挨
拶
し

た
古
賀
孝
治
議
長（
私
鉄
総
連
）

は
「
コ
ロ
ナ
過
か
ら
経
済
が
回

復
す
る
中
で
、
交
通
運
輸
産
業

は
未
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

物
流
２
０
２
４
年
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
諸
課
題
の
解
決
に
は
、

人
材
の
確
保
が
急
務
で
あ
り
、

労
働
組
合
が
現
場
の
声
を
届
け
、

各
分
野
で
改
善
を
行
い
連
帯
力

を
高
め
て
い
く
事
が
必
要
だ
」

と
訴
え
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
中
央
交

運
労
協
の
住
野
敏
彦
議
長
か
ら

連
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
。

議
事
に
入
り
、
高
田
章
男
事

務
局
（
運
輸
労
連
）
か
ら
一
般

経
過
報
告
、
会
計
報
告
及
び

２
０
２
４
年
活
動
方
針
（
案
）、

予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
た
。

質
疑
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

川
﨑
淳
史
代
議
員
が
「
持
続
可

第15回オイスカ収穫感謝祭に参加
ＪＲ九州労組は、労働組合の社会的役割に鑑み、ボランティア活動

を重要な活動のひとつに位置付けて取り組んでいます。

11 月 11 日、オイスカ西日本研修センターが主催する「第 15 回オイ

スカ収穫感謝祭」に今年も運営ボランティアとして参加しました。収

穫感謝祭は、オイスカで栽培した無農薬の野菜等の販売や、地域・協

力団体等のイベントによる交流を目的に開催されています。今年はイ

ンドからの研修生や他のボランティアの方々と一緒に、野菜の販売ブ

ースを担当しました。天候にも恵まれ、会場には約 1,800 人が来場し、

販売ブースも大盛況でした。

また、大相撲九州場所の開催中に高田川部屋がオイスカ西日本研修

センターを宿泊地としていますが、今年は４年ぶりに力士が来場し、

ちゃんこ鍋を振る舞ったり餅まきを行いました。

ＪＲ九州労組は、今後もオイスカ西日本研修センターとの連携を深

め、地域活性化ボランティア活動に取り組むこととしています。

販売ブースの大石中央執行委員（右） 餅まきを行う力士

地
域
社
員
の
社
員
へ
の
転
換
等
に
つ
い
て
詳
細
提
案

賃
金
や
等
級
移
行
に
つ
い
て
考
え
が
示
さ
れ
る

九
州
交
運
労
協
第
33
回
定
期
総
会
開
催

賃
金
実
態
調
査
速
報
値

発言する川﨑代議員

賃
金
実
態
調
査
が
終
了
し
ま

し
た
。
提
出
率
は
速
報
値
で

65
・
62
％
で
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
提
出
い
た
だ
い
た
調
査
結
果

を
も
と
に
、
今
後
の
２
０
２
４

春
闘
や
労
働
条
件
改
善
等
の
取

り
組
み
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
現
在
、
詳
細
等
は
集
計
中

で
す
の
で
、
今
後
の
会
議
等
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
間
の
支
部
・
地
本
・
分

会
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

銀
水
駅
新
ト
イ
レ
実
現
へ
前
進
！！

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
地
方
議
員
団
松
尾
哲
也
団
長
も
協
力

能
な
地
域
公
共
交
通
の
実
現
」

と
「
物
流
・
建
設
業
の
２
０
２

４
年
問
題
」
に
つ
い
て
、
関
係

省
庁
や
自
治
体
等
へ
の
働
き
か

け
を
要
請
し
、
執
行
部
の
答
弁

を
経
て
す
べ
て
の
議
案
を
満
場

一
致
で
承
認
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
で
は
、
Ｊ

Ｒ
連
合
か
ら
は
吉
田
祥
司
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
中
央
執
行
委
員
長
が

副
議
長
と
し
て
再
任
さ
れ
た
。

2024 春闘スローガン募集
１．募集期間
　　2023 年 12 月１日㈮～ 2024 年１月 10 日㈬
２．募集目的
　組合員・家族総がかりの 2024 春闘の構築と
意識高揚を図るため

３．審査基準
　・春闘を盛り上げる内容であること
　・簡潔で分かりやすく、親しみやすいこと等
※　詳細は各地本・支部までお尋ねください。

◆取 組 期 間　2023 年 12 月末まで
◆カンパ目標　組合員一人 50 円以上

　ＪＲ九州労組は、労働組合の社会的役割と考え、ボラ

ンティア活動として毎年「愛のカンパ」に協力しています。

支援していただいたカンパは、大規模災害などの救援・

支援活動や生活困窮者自立支援活動などの他に、今後自

然災害が発生した場合に発生する緊急カンパに充てられ

ます。組合員の皆さまのご協力をお願いします。

本
賃
金
に
な
る
こ
と
や
社

員
へ
の
転
換
を
望
ま
な
い

地
域
社
員
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
地
域
社
員
と
し
て

雇
用
す
る
こ
と
等
も
確
認

し
て
い
る
。

今
後
、
更
に
解
明
要
求

を
提
出
し
、
職
場
集
会
等

で
出
さ
れ
た
意
見
を
反
映

さ
せ
、
社
員
転
換
後
も
安

心
し
て
働
け
る
職
場
環
境

の
構
築
に
取
り
組
む
。

公
益
財
団
法
人
オ

イ
ス
カ
は
、
１
９
６

９
年
に
オ
イ
ス
カ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
基
本
理
念
を
具

体
的
な
活
動
に
よ
っ

て
推
進
す
る
機
関
と

し
て
生
ま
れ
、
主
に

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の

国
々
を
中
心
と
し
た

青
年
へ
の
農
業
や
女

性
生
活
改
善
の
指
導
な
ど
、
人

材
育
成
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

森
づ
く
り
活
動
や
農
業
体
験
、

国
際
交
流
を
通
し
て
オ
イ
ス
カ

の
活
動
や
各
国
の
現
状
を
伝
え

て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
オ
イ
ス

カ
西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な

ど
の
農
業
体
験
や
収
穫
祭
の
運

営
ス
タ
ッ
フ
、
ワ
ン
コ
イ
ン
サ

ポ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

公益財団法人オイスカとは


